
平和と開発のための実践的知識の共創
JICA緒方貞子平和開発研究所（略称：JICA緒方研
究所）は、2008年10月の研究所設立に尽力された故
緒方貞子氏の理念を継承し、開発途上国が現場で直面
する課題について政策志向の研究を行い、国際社会に
おける日本の知的プレゼンスの強化を目指して取り組
んでいます。

　さらに、日本の開発経験や援助実施国としての知見
を体系化し発信するとともに、国際秩序の変化、情報社
会への転換、気候変動などの今日的な課題や脅威も踏
まえて、研究・発信活動のさらなる充実に努めています。
これらを通じて、世界をリードする開発・国際協力研究
の拠点となることを目指しています。

研究活動

1.  国際的な学術水準の研究を行い、積極的に発信する。
2.  現場で得られた知見を分析・総合し、事業にフィードバックする。
3.  人間の安全保障の実現に貢献する。

研究活動の基本方針
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政治・
ガバナンス

経済成長と
貧困削減

人間開発

平和構築と
人道支援

地球環境

開発協力戦略

1

2

3

4

5

6

世界の各地で戦争やクーデター、権威主義的な政権が人々の平穏な生活を脅かし、人生の豊かな可能
性を追求する機会や、ときには命さえも奪う事例が生じています。住む国にかかわらず、すべての人が
人間の安全保障を享受できる国内・国際政治の条件や社会の仕組みとは何かを考えます。

世界にはいまだ多くの貧困層が存在しています。開発途上国における政策や取り組みが、いかに経済
成長と貧困削減に貢献するかを明らかにするために、インフラ事業の経済社会効果や金融に関する研
究などを、介入・非介入の比較分析手法も取り入れて行います。

すべての人に対する良質な教育、保健サービスへのアクセスの保障とエンパワーメントの実現に向けて、
エビデンスに基づいた政策と協働が必要です。開発途上国における留学のインパクト研究や、新型コロナ
ウイルス感染症パンデミックの影響に関する研究などを通じ、効果的な政策や実践の在り方を考えます。

人間の安全保障と平和構築を研究の2本の柱としています。持続的な平和の促進要因や阻害要因を分
析し、また、人間の安全保障における保護とエンパワーメントの関係を探求することで、人道危機への
対応や持続的な開発と平和に従事する多様な主体による、有効な支援の在り方を探ります。

SDGsへの取り組みや気候変動への対処に向けた研究を実施します。気候変動適応策の定量的評価手
法、社会の持続可能性を評価する指標を用いた持続可能な開発の方策などに関する研究を行います。

過去から学ぶための日本の開発協力に関する歴史研究、農業や産業開発などの協力アプローチに関す
る研究、外国人との共生社会の実現などの今日的な課題に関する研究などを通じて、世界的に経済・社
会構造が変化するなかでの国際協力の在り方や効果的なアプローチを検討します。

多様な事業とパートナーシップ
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研究成果や知見の発信
研究成果を取りまとめた書籍や学術ジャーナルの発

刊イベント、移住史・多文化理解、国際労働移動、暴力的
過激主義などをテーマとする各種セミナーなどのイベン
トを計38件開催し、6,000人以上が参加しました。また、
海外留学が途上国に与えるインパクトや、平和プロセス
を持続させるために現地の主体や文脈を重視する「適応
的平和構築」、新型コロナウイルス感染症に関連した研
究などに関する学会や国際会議での発表を計14回行
い、研究成果を学識者や実務者に広く共有しました。

2023年6月に開催したナレッジフォーラム「エネル
ギー危機と気候変動対策―危機をエネルギー転換の好
機に変えるには―」では、エネルギー安全保障とカーボ
ンニュートラルの両立に向けた課題について議論しま
した。2023年9月には、ナレッジフォーラム「日本は途上
国の質の高いインフラ投資にどのように貢献できるの
か―ODAによる都市交通支援の事例から―」を開催し、
公共交通整備や都市計画の支援、インパクト評価の事
例を紹介しました。加えて、2024年2月のナレッジ
フォーラム「日本が選ばれる国になるために―インドネ
シアにおける国際労働移動のダイナミクスからひも解く
―」では、日本への国際労働移動のメカニズムに関する

人間の安全保障の実現への貢献
JICA緒方研究所はフラグシップレポート『今日の人

間の安全保障』第2号を2024年に刊行しました。同レ
ポートでは、「複合危機下の政治社会と人間の安全保
障」を特集テーマとして、不確実性が増す時代において
は、人々を中心にすえ、異なる脅威の連鎖性に着目し、
包括的な対処を促す人間の安全保障の概念が有効で
あることを強調しました。
　また、人間の安全保障の実現に向けた戦略として、エ
ンパワーメントに関する研究の成果を取りまとめ、英文
学術書籍を刊行しました。この書籍では、コロナ禍にお
ける東南アジアや日本の事例を通じて、エンパワーメン
トの阻害要因と促進要因などを分析し、政策提案のた
めの実践的な教訓を導き出しました。
　その他、人間の安全保障に関連する指標を用いて東
日本大震災の被災地である宮城県の市町村レベルの
課題を可視化し「誰も取り残されない地域社会」に向け
た提言を示した既刊書籍『SDGsと地域社会：あなたの
まちで人間の安全保障指標をつくろう！宮城モデルか
ら全国へ』の英訳版を刊行しました。
　さらに、人間の安全保障の主流化に向けて、国際機
関などとも連携しながら、研究成果や現場での実践事
例をセミナーや国際会議で紹介するなど、人間の安全
保障の今日的意義を発信しました。

2023 年度の主な研究成果
2023年度は32件の研究プロジェクトなどの活動を

実施し、計72件の学術論文や書籍、報告書などを発刊
しました（P88参照）。
　具体的には、JICA緒方研究所のウェブサイトでリ
サーチ・ペーパー、ディスカッション・ペーパーなどの学
術論文やJICA事業関係者の知見を取りまとめたナ
レッジ・レポートなど22本を発刊したほか、外部の学術
ジャーナルにも査読付き論文34本が掲載されました。
　また、開発途上国において外来モデルを現地の事情
に応じて適応・導入する「翻訳的適応」に関する英文書
籍、カンボジアにおけるドル化に関する英文書籍や農
村家計の金融行動をテーマとする英文報告書、信頼と
開発協力に関する和文報告書を刊行しました。
さらに、日本の開発協力の成果を長期的な観点から分
析する書籍シリーズ「JICAプロジェクト・ヒストリー」で
は、ペルーに派遣されたJICAボランティアによる陸上競
技指導や、タンザニアで半世紀続いてきたコメづくり支
援、カンボジアの体育教育に関する草の根技術協力な
ど、さまざまな分野や地域を題材とした和文書籍や、パ
ラグアイにおける日本人移民の活躍やウガンダでの南
スーダン難民支援を描いた英文書籍を刊行しました。

現状と、今後求められる取り組みについて議論しました。
さらに、2024年3月には、ノーベル経済学賞受賞者の

ジョセフ・スティグリッツ氏による講演「変わりゆく世界
経済の中での雇用の未来」を開催し、コロンビア大学と
の共同研究による成果として、世界経済と開発における
雇用問題、産業構造の変化などについて議論しました。
　また、「自由で開かれたインド太平洋（FOIP）」と中国
との関係に関する研究論文12本をベースとして、2024 

年3月に国際シンポジウム「『グローバル・サウス』がも
たらす新たなダイナミクスを探る―開発途上国は中国
にどう向き合っているのか？―」を開催しました。フィリ
ピン、ラオス、バングラデシュ、セルビアを事例に、これ
らの国々が中国との関係構築においてどのように主体
性を発揮し、自国の政治的・経済的利益の確保につな
げているのかを議論しました。

開発効果の実証や協力アプローチへの示唆  

　これらの研究成果は、実証的手法に基づく開発効果
の可視化のほか、今後の協力アプローチに関する提言
や示唆にもつながっています。
　農業開発分野では、2023年7月にコートジボワール
で開催されたアフリカ稲作振興のための共同体
（CARD）の総会で、アフリカで実施した10年以上にわ
たる実証研究により、稲作研修が生産性に及ぼす重要

2023年7月に国連本部で開催されたハイレベル政治フォーラムの機会を捉え、人間
の安全保障の今日的意義を国際的に発信した

2023年度の刊行物から

JICAウェブサイト JICA緒方研究所 出版物関連情報　

関連情報　 JICAウェブサイト JICA緒方研究所 ピックアップ（人間の安全保障）

かつ持続的な効果や、その周辺農家への波及効果が確
認されたことを発表しました。また、2024年2月にケニ
アで開催された市場志向型農業振興（SHEP）アプロー
チの国際ワークショップでは、ランダム化比較試験の結
果に基づき、SHEPアプローチを導入したことで園芸収
入の増加や脆弱層の裨益といった効果が見られたこと
を報告しました。
　教育開発分野では、JICAがニジェールとマダガスカ
ルで実施した住民参加型の学校教育プロジェクト（み
んなの学校プロジェクト）の効果を検証した研究の成
果として、査読付き論文１本とディスカッション・ペー
パー2本を発刊しました。このなかでは、みんなの学校
プロジェクトの取り組みが児童の算数や読み書きのス
キルを向上させたことや、そのメカニズムとして親や地
域住民の行動も変容したことを示しています。
　その他、持続可能なインフラ開発の成功要因を分析

するためフィリピンにおける鉄道事業と日本のODA事
業の2つをケースとした研究を実施し、その結果の一部
を政策提言としてまとめたポリシー・ノートを発刊しま
した。このなかでは、官民連携と開発金融機関による
ファイナンスの重要性を示すとともに、今後に向けた提
言を行っています。
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過激主義などをテーマとする各種セミナーなどのイベン
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ギー危機と気候変動対策―危機をエネルギー転換の好
機に変えるには―」では、エネルギー安全保障とカーボ
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現状と、今後求められる取り組みについて議論しました。
さらに、2024年3月には、ノーベル経済学賞受賞者の

ジョセフ・スティグリッツ氏による講演「変わりゆく世界
経済の中での雇用の未来」を開催し、コロンビア大学と
の共同研究による成果として、世界経済と開発における
雇用問題、産業構造の変化などについて議論しました。
　また、「自由で開かれたインド太平洋（FOIP）」と中国
との関係に関する研究論文12本をベースとして、2024 

年3月に国際シンポジウム「『グローバル・サウス』がも
たらす新たなダイナミクスを探る―開発途上国は中国
にどう向き合っているのか？―」を開催しました。フィリ
ピン、ラオス、バングラデシュ、セルビアを事例に、これ
らの国々が中国との関係構築においてどのように主体
性を発揮し、自国の政治的・経済的利益の確保につな
げているのかを議論しました。

開発効果の実証や協力アプローチへの示唆  

　これらの研究成果は、実証的手法に基づく開発効果
の可視化のほか、今後の協力アプローチに関する提言
や示唆にもつながっています。
　農業開発分野では、2023年7月にコートジボワール
で開催されたアフリカ稲作振興のための共同体
（CARD）の総会で、アフリカで実施した10年以上にわ
たる実証研究により、稲作研修が生産性に及ぼす重要

JICAウェブサイト JICA緒方研究所    ニュース＆トピックス関連情報　

JICAウェブサイト JICA緒方研究所     動画コンテンツ

かつ持続的な効果や、その周辺農家への波及効果が確
認されたことを発表しました。また、2024年2月にケニ
アで開催された市場志向型農業振興（SHEP）アプロー
チの国際ワークショップでは、ランダム化比較試験の結
果に基づき、SHEPアプローチを導入したことで園芸収
入の増加や脆弱層の裨益といった効果が見られたこと
を報告しました。
　教育開発分野では、JICAがニジェールとマダガスカ
ルで実施した住民参加型の学校教育プロジェクト（み
んなの学校プロジェクト）の効果を検証した研究の成
果として、査読付き論文１本とディスカッション・ペー
パー2本を発刊しました。このなかでは、みんなの学校
プロジェクトの取り組みが児童の算数や読み書きのス
キルを向上させたことや、そのメカニズムとして親や地
域住民の行動も変容したことを示しています。
　その他、持続可能なインフラ開発の成功要因を分析

するためフィリピンにおける鉄道事業と日本のODA事
業の2つをケースとした研究を実施し、その結果の一部
を政策提言としてまとめたポリシー・ノートを発刊しま
した。このなかでは、官民連携と開発金融機関による
ファイナンスの重要性を示すとともに、今後に向けた提
言を行っています。

映像メディアも活用し、産業開発における翻訳的適応の研究成果を分かりやすく
発信した

72件

学術論文、書籍、
報告書等の発刊数
（2023年度）

研究所主催セミナー参加者数

6,054人

（2023年度）
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果に基づき、SHEPアプローチを導入したことで園芸収
入の増加や脆弱層の裨益といった効果が見られたこと
を報告しました。
　教育開発分野では、JICAがニジェールとマダガスカ
ルで実施した住民参加型の学校教育プロジェクト（み
んなの学校プロジェクト）の効果を検証した研究の成
果として、査読付き論文１本とディスカッション・ペー
パー2本を発刊しました。このなかでは、みんなの学校
プロジェクトの取り組みが児童の算数や読み書きのス
キルを向上させたことや、そのメカニズムとして親や地
域住民の行動も変容したことを示しています。
　その他、持続可能なインフラ開発の成功要因を分析

するためフィリピンにおける鉄道事業と日本のODA事
業の2つをケースとした研究を実施し、その結果の一部
を政策提言としてまとめたポリシー・ノートを発刊しま
した。このなかでは、官民連携と開発金融機関による
ファイナンスの重要性を示すとともに、今後に向けた提
言を行っています。

2023年度に発刊した主な書籍や報告書

学術書籍

報告書

プロジェクト・ヒストリー

●Cambodian Dollarization: Its Policy Implications for LDCs’ Financial Development 
（Routledge社）

●Human Security and Empowerment in Asia: Beyond the Pandemic （Routledge社）

● Introducing Foreign Models for Development: Japanese Experience and Cooperation in 
the Age of New Technology （Springer Singapore社）

●SDGs and Local Communities: How to Create Human Security Indicators in Your Town ! 
（JICA緒方貞子平和開発研究所）

●信頼と開発協力―他者との関係性を未来に活かす―

●JICA緒方研究所レポート「今日の人間の安全保障」第2号―複合危機下の政治社会と人間の安全保障

●ペルーでの愉快な、でも少し壮絶なスポーツ協力―国際協力をスポーツで

●稲穂の波の向こうにキリマンジャロ―タンザニアのコメづくり半世紀の軌跡

●未来ある子どもたちに「新しい体育」を―体育がつなげた仲間たちのカンボジア体育の変革

●Japanese Immigrants Who Supported the Development of Paraguay̶The Achieve-
ments That Made Paraguay the World’s Fourth Largest Soybean Exporter and an 
Implementer of New Initiatives for Industrial Diversification

●A New Way of Working to Support Refugees: Putting the Humanitarian-Development 
Nexus into Action in Africa

アフリカ稲作振興のための共同体（CARD）研究により、農民研修がコメの生産向上の
鍵となることが示唆された

（注）その他の出版物は、JICA緒方研究所のホームページに掲載・公表しています。

JICAウェブサイト JICA緒方研究所    出版物関連情報　
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